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「熊本市交通事業運営審議会」について

１ 審議会での委員の役割

• 交通事業（市電）の運営について必要な事項の審議を行う。（運営要綱第２条）

• 今年度は、令和２年度（２０２０年度）以降に交通局が実施していく事業を取りまと
めた経営戦略（※次項にて説明）に対してご意見を伺います。

２ スケジュール

令和元年度 経営戦略（※）に対する意見

令和２年度以降 事業実施

令和３年度以降 策定後の経営戦略の進捗管理（モニタリング）

令和６年度目途 経営戦略の中間見直しに対する意見（ローリング）



（※）経営戦略とは何か？

公営企業が将来にわたって安定的に事業を継続していく
ための中長期的な経営の基本計画 （出典：総務省経営戦略の概要）

※「公営企業の経営に当たっての留意事項について」（平成26年８月29日付け総財公第107号、総財営第73

号、総財準第83号、総務省自治財政局公営企業課長、同公営企業経営室長、同準公営企業室長通知。）で、

平成32年度までに全公営企業に対し策定要請。

（１）企業及び地域の現状と、これらの将来見通しを踏まえた

ものであること

（２）計画期間が 10 年以上となっていること

（３）計画期間内に収支均衡していること

（収支均衡していない場合でも、収支ギャップの解消に向

けた取組の方向性や検討体制・スケジュールが記載され

ていること）

（４）効率化・経営健全化のための取組方針が示されているこ

と

（５）進捗管理や見直し等の経営戦略の事後検証、更新等に関

する考え方が記載されていること

（６）住民・議会に公開されていること

経営戦略の定義（出典：総務省 経営戦略策定ガイドライン）
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市電の沿革
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市電の沿革

和暦 事項

大正13年 8月 1日 市電開業 幹 線（熊本駅前～浄行寺町 4.7ｋｍ）
水前寺線（水道町～水前寺 2.2ｋｍ）

昭和初期から昭和30年代
にかけて

路線を延伸 黒髪線（浄行寺町～子飼町 0.5ｋｍ）
春竹線（辛島町～春竹駅前 1.7ｋｍ）※春竹駅は現在のＪＲ南熊本駅

上熊本線（辛島町～段山町 1.4ｋｍ 段山町～上熊本駅前 1.3ｋｍ）
健軍線（水前寺～健軍町 3.3ｋｍ）
川尻線買収（河原町～川尻 7.5ｋｍ）
坪井線（藤崎宮前～上熊本駅前 2.1ｋｍ）
田崎線（熊本駅前～田崎橋 0.6ｋｍ） ※最大路線長25ｋｍ

昭和40年 2月 21日 川尻線廃止（河原町～川尻町 7.5km）

昭和45年 5月 1日 坪井線（藤崎宮前～上熊本駅前）廃止 2.1ｋｍ
春竹線（辛島町～南熊本駅前）廃止 1.7ｋｍ

昭和47年 3月 1日 幹線の一部及び黒髪線（水道町～子飼橋）廃止 1.6ｋｍ ※路線長12.1ｋｍになる

昭和53年 8月 2日 全国の路面電車で初めて冷房車運行開始（2両）

昭和54年 3月16日 2号系統存続を議決 ※現在のＡ系統

昭和54年12月14日 3号系統存続を議決 ※現在のＢ系統

昭和57年 8月 2日 全国で初めてＶＶＶＦインバーター方式電車運行開始（8200形）

平成 9年 8月 2日 全国で初めての超低床電車導入（9700形）

平成14年 9年30日 上熊本電車車両基地の完成

平成26年 3月28日 全国相互利用ＩＣカード「でんでんニモカ」の導入

平成29年 3月21日 市電ロケーションシステム「熊本市電ナビ」の運用開始

平成29年 3月27日 5014号車復活運行（Ｈ21年4月以来）

1 市電の沿革

5



市電の沿革

2 大正13年（1924年）8月1日、市電開業（運行系統2系統、路線長6.5ｋｍ）
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市電の沿革

3 昭和34年（1959年）の市電最盛期の路線網（運行系統7系統、路線長25.0ｋｍ）

至 川尻町

南熊本駅前
田崎橋
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市電の沿革

4 昭和34年（1959年）の市電最盛期の路線図
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市電の沿革

5 開業から現在までの利用者数と路線長の推移

昭和38年度約4,200万人

路線長約25ｋｍ

平成29年度約1,100万人

路線長約12ｋｍ

単位：人単位：ｋｍ
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乗車人員の推移と
これまでの主な取り組み
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年度トピック

H21：健軍町電停バリアフリー化
H22：熊本駅前～田崎橋サイド化による熊本駅との結節強化
H22：九州新幹線全線開業
H22：路面電車優先システム（熊本駅～辛島、上熊本駅～辛島）
H22：電停ナンバリング、運行系統名称変更及び色分け
H23：新水前寺駅前電停とＪＲ新水前寺駅との結節共用開始

H24：九品寺交差点前、市立体育館前電停バリアフリー化
H25：ＩＣカード導入（3月28日）
H26：COCORO運行開始、交通局前、市役所前電停バリアフリー化
H27：運賃改定（150円→170円）2月1日から
H28：熊本市電ナビ運用開始、5000形車両復活運行

※熊本地震発生
H29：熊本市電ナビのモニターを主要８電停へ設置
H30：車内行先等表示器の多言語化

10年間で【人員＋20％（184万人）】、【収入＋46％（5億円）】増加

乗車人員の推移
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これまでの主な取り組み

1 ＶＶＶＦインバータ電車の導入（Ｓ57年度～）

ＶＶＶＦインバータ電車とは

・制動エネルギーを電力として
回生（架線への電力還元）し
再利用する省エネルギーな電車。

・VVVFインバータ方式の主制御
装置を搭載した電車は、 直流
電気を交流電気に変換し、電車
の加速力と速度に応じて電圧や
周波数を適切に変化させながら
モーターを動かすことで、滑ら
かな発進・停止や加減速を実現
できる。

※VVVF：Variable Voltage 
Variable Frequencyの頭文字。

「可変電圧・可変周波数」の意味。

鉄道・軌道で、熊本市電が昭和57年（1982年）に日本で初めて導入。
現在、18編成がＶＶＶＦインバータを搭載した、省エネルギー車両になっている。

日本
日本初
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これまでの主な取り組み

2 超低床電車の導入（Ｈ9年度～）

車両番号 導入日

9701号車 Ｈ9.8.2

9702号車、9703号車 Ｈ11.3.31

9704号車、9705号車 Ｈ13.3.6

0801号車、0802号車 Ｈ24.4.1

0803号車（ＣＯＣＯＲＯ） Ｈ26.10.3

9701号車 0802号車

0803号車

導入状況

日本初
日本初
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これまでの主な取り組み

3 軌道のサイドリザベーション化（Ｈ22年度実施）

・電停をＪＲ熊本駅側に移設したことで、ＪＲとの乗り継ぎ利便性が向上

・新幹線の開業や合同庁舎の移転等もあり、熊本駅前電停の利用者数が大幅に増加（市電乗降調査結果）

H22年度5,162人 ／日 ⇒ H29年度7,203人／日（約1.4倍）に増加

県道熊本高森線の市電軌道の移設工事にあわせ、軌道敷を歩道側に敷設。

サイドリザベーション区間長：約570m

田崎橋
二本木口

熊本駅前

軌道敷緑化区間長：約400m

JR熊本駅前広場1

二本木口電停

JR熊本駅前広場2

移設後

旧軌道敷

日本初
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これまでの主な取り組み

4 路面電車優先システム導入（Ｈ22年度実施）

熊本駅前 ～ 辛島町 ：所要時間11分 約１分の短縮

約２分の短縮上熊本駅前 ～ 辛島町 ：所要時間14分

③ 導入効果

① システムイメージ

② 導入区間

熊本駅前 ～ 辛島町間

上熊本駅前 ～ 辛島町間

信号制御器

交通信号機中央装置

電車進行方向の
青信号を長く、
赤信号を短くする

県警本部
交通管制センター

15



これまでの主な取り組み

5 電停の改良（Ｈ22年度～）

・ 熊本市が策定した「電停改良計画」に基づき電停のバリアフリー化等を行っており、

現在３５電停のうち１１電停が整備済である。

改良前の九品寺交差点電停 改良後の九品寺交差点電停

【整備済みの電停】

田崎橋、二本木口、熊本駅前、熊本城・市役所前、九品寺交差点、交通局前、

新水前寺駅前、健軍町（上り）、上熊本駅前、洗馬橋、河原町、通町筋（上り）

【整備中の電停】

通町筋（下り）、辛島町、動植物園入り口
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これまでの主な取り組み

6 ＪＲ新水前寺駅と新水前寺駅前電停との結節（平成23年度実施）

事業開始前 事業完了後

新水前寺駅前電停の利用者数が大幅に増加（市電乗降調査結果）

H22年度2,960人 ／日 ⇒ H29年度4,737人／日（約1.6倍）に増加

JR新水前寺駅

JR新水前寺駅

電停

電停

事業完了後

JR新水前寺駅

移設後のJR線路

新電停

バス停

横断歩道（新設）

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ

駐輪場

至

健
軍
町

至

市
役
所

駐輪場

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ

立体横断施設

（ペデストリアンデッキ

旧電停
至

健
軍
町

バス停

バス停

ＪＲ線路

駐

輪

場

新水前寺駅

至

市
役
所

約100ｍ
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これまでの主な取り組み

7 電停のナンバリングと運行系統名称、電停名称の変更（Ｈ23年度実施）

２号系統 ３号系統

１：田崎橋 ～２６：健軍町

Ｂ１：上熊本駅前～Ｂ９：西辛島町

【電停名称の変更】

熊本城前
⇒花畑町

市役所前
⇒熊本城・市役所前

水前寺駅通
⇒新水前寺駅前

神水橋
⇒神水・市民病院前

（※）

動植物園前
⇒動植物園入口

本妙寺前
⇒本妙寺入口

※ R1.10より、神水・市民病院前→神水交差点 上熊本駅前→上熊本へ変更

18



これまでの主な取り組み

8 全国相互利用ＩＣカード「でんでんnimoca」の導入（Ｈ25～26年度実施）

平成26年3月28日より市電運賃のＳＦ決済処理運用開始

平成26年10月1日よりＩＣ定期券運用開始

平成27年3月26日よりＩＣ定期券継続機運用開始

平成28年8月3日よりくまモンのＩＣカードでＳＦ決済処理運用開始
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これまでの主な取り組み

9 市電ロケーションシステム「熊本市電ナビ」の導入（Ｈ28～29年度実施）

システム概要

市電の現在位置情報をGPS装置によ

り取得し、電停案内モニターやパソコ

ン、携帯端末に4ヶ国語［日本語・英

語・中国語（簡体・繁体）・韓国語］

で市電の運行情報を提供。

この他、災害や事故による運行の影

響についてもリアルタイムに情報を提

供。

スマートフォン画面のイメージ
（4ヶ国語対応）

電停案内モニター
（4ヶ国語対応）

系統、車両タイプ毎にアイコンの色、
矢印の形状を変えて、色の区別が困難
な方に配慮。

設置電停（8電停）

熊本駅前（下り） 辛島町

熊本城・市役所前 通町筋

水道町 交通局前

新水前寺駅前 健軍町（上り）
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これまでの主な取り組み

10 5014号車の復活運行（平成28年度実施）

西鉄筑紫工場で整備 平成29年3月より運行再開

昭和32年（1957年）製造で昭和53年（1978年）に西日本鉄道株式会社から購入した連接車。
乗車定員は130人でありワンマン電車（定員約70人）の2倍近くあることから、朝夕のラッシュ時やイ

ベント時などに運行。
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これまでの主な取り組み

11 液晶ビジョンの導入（H30年度実施）

• ２か国語（日・英）での案内

• 運賃はパネルにて表示

• ４か国語（日・英・
韓・中）での案内。

• 運賃や乗り換え案内
など液晶表示
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これまでの主な取り組み

12 車内フリーWi-Fiの導入（今年度（2019年度）実施）

• 熊本市を訪れた観光客のために市電車内利用できるフリーWi-Fi
を導入。 （市（経済観光局）の事業として実施）
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これまでの主な取り組み

13 翻訳機（ポケトーク）の導入（今年度（2019年度）実施）

• 2019女子ハンドボール世界選手権大会やラグビーワールドカッ
プなど、今後さらなる増加が見込まれる訪日外国人の利便性向上
を図るため、車掌にポケトークを配備。
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市電の現状
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項目 Ｈ30年度 備考

営業日数 365日

営業キロ 12.1キロ A系統：9.2キロ
B系統：9.4キロ

電停数 35ヵ所

表定速度 11.5km/ｈ

車両数

ワンマン 36編成

連 接 １編成 2両連接

低 床 8編成 2両連接

延べ走行キロ 177万キロ

延べ使用車両 13,991両

年間利用者 1,108万人

年間運賃収入 16億円

1日
平均

使用車両 38.3両 ※33編成程度

利用者数 30,357人

項目 Ｈ31年度 備考

職 員
Ｈ31.4.1
※管理者

含む

事務職 21人

技術職 12人

技工職 17人

運輸職 27人 うち運転士7人

小 計 77人

再任用 18人 うち運転士10人

①業務量・路線図

項目 Ｈ31年度 備考

嘱 託
Ｈ31.4.1

運転士 74人

車 掌 11人 ﾄﾗﾑｶﾞｲﾄﾞ

安全指導 1人

事 務 6人

小 計 92人

②職員数

合 計

職 員 77人 うち運転士7人

再任用 18人 うち運転士10人

嘱 託 92人 うち運転士74人

合 計 187人 うち運転士91人

交通局の現状（業務量・職員）

※運転士の非正規率 81.3％



Ｈ30年運行本数 平日 土曜 日・祝 備考（全日平均）

Ａ（ 健軍～田崎 ） 144本 152本 153本 ラッシュ時3分間隔 平均7.0分間隔

Ｂ（健軍～上熊本） 80本 89本 88本 ラッシュ時6分間隔 平均11.8分間隔

合 計 224本 241本 241本 平均4.6分間隔

③運行ダイヤ（片道）

（参考：健軍平日ダイヤ 平成31年3月31日現在）

時間 Ａ系統（熊本駅前・田崎橋行） 本数 間隔 Ｂ系統（上熊本駅前行） 本数 間隔 合計本数 間隔平均

6時 20 30 43 49 4 6分～10分 37 55 2 18分 6 6.7分

7時 00 05 13 17熊 23 26 32 35 41 47 56 11 3分～9分 09 20 29 38 44 53 59 7 6分～11分 18 3.3分

8時 03 06 13 17 25 30 38 43 51 56 10 3分～8分 09 21 34 47 4 12分～13分 14 4.3分

9時 04 12熊 16 22交 25 32 39 45交 48 53 10 3分～8分 00 08 20 29 35 42 57 7 6分～13分 17 3.5分

10時 01 09 15 24 30 39 45 54 8 6分～9分 05 20 35 50 4 15分 12 5.0分

11時 00 09 11交 19 26 34 41 49 56 9 2分～9分 05 15 30 45 4 10分～15分 13 4.6分

12時 04 11 19 26 34 41 49 56 8 7分～8分 00 15 30 45 4 15分 12 5.0分

13時 05 13 20 28 35 43 50 58 8 7分～8分 01 09 24 39 54 5 8分～15分 13 4.6分

14時 05 13 20 28 35 45 51 熊59 8 6分～10分 09 24 40 55 4 15分～16分 12 5.0分

15時 08 14 23 29 38 44 53 59 8 6分～9分 03 18 33 49 4 15分～16分 12 5.0分

16時 07 15 23 28 36 41 48 53 8 5分～8分 03 11 19 32 45 57 6 8分～13分 14 4.3分

17時 01 06 14 18 25 29 36 44 49 57 10 4分～8分 10 22 32 40 53 5 7分～12分 15 4.0分

18時 02 10 14 22 26 33 41 48 56 9 4分～8分 06 18 29 37 45 52 6 7分～12分 15 4.0分

19時 04 11交 14 18 27 36 44 50 57交 9 3分～9分 00 08 23 32 40 54 6 8分～15分 15 4.0分

20時 00 06 17 23 33 40 51 7 6分～11分 11 28 45 57 4 12分～17分 11 5.5分

21時 03 11 24 27交 36 49 6 3分～13分 18 31 42 56 4 11分～14分 10 6.0分

22時 03 17 29 43交 58交 5 12分～15分 10 23 37 50 4 13分～14分 9 6.7分

23時 11交 22交 36交 50交 4 11分～14分 － － － 4 15.0分

24時 03交 09交 2 6分 － － － 2 4.5分

合計 運行時間総数：17時間49分（1,069分） 144 7.4分 運行時間総数：16時間13分（973分） 80 12.2分 224 4.8分

※赤字…低床電車　熊…熊本駅前止　交…交通局前止

交通局の現状（ダイヤ）



建物名 竣工年度
築年数

（令和元年度時点）
建築費

※関連含む
延床面積 構 造 階 数

法定
耐用年数

① 大江局舎 H19 12年 2.6億円 1631.13 ㎡ 鉄骨造 地上３階 38年

② 上熊本車両工場 H14 17年 5.7億円 2697.22 ㎡
鉄骨造

（一部RC造）
地上２階 31年

③ 上熊本営業所 H14 17年 0.3億円 207.04 ㎡ 軽量鉄骨造 地上２階 30年

④ 上熊本詰所 H18 13年 0.5億円 497.02 ㎡ 鉄骨造 地上３階 31年

交通局の現状（局舎等の状況）

② 上熊本車両工場(上熊本2丁目18-8)① 大江局舎(大江5丁目1-40)

③ 上熊本営業所(上熊本2丁目18-8) ④ 上熊本詰所(上熊本3丁目15-61)

大江局舎周辺

上熊本周辺（上熊本車両工場・上熊本営業所・上熊本詰所）
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交通局の現状（車両）

車両種別 型 式 編成 車両 1編成定員 全定員
1編成

使用年数

外寸（ｍ）

長さ 幅 高さ

ワンマン

①１０６０型 1編成 1両 71人 71人 66年 12.8ｍ 2.3ｍ 3.8ｍ

②１０８０型 2編成 2両 68人 136人 63年 12.0ｍ 2.3ｍ 3.8ｍ

③１０９０型 7編成 7両 68人 476人 60年～62年 12.0ｍ 2.3ｍ 3.8ｍ

④１２００型 6編成 6両 69人 414人 59年 12.0ｍ 2.3ｍ 3.8ｍ

⑤１３５０型 6編成 6両 69人 414人 57年 12.0ｍ 2.3ｍ 3.8ｍ

⑥８２００型 2編成 2両 70人 140人 36年 12.8ｍ 2.4ｍ 3.9ｍ

⑦８５００型 4編成 4両 72人 288人 31年～33年 12.8ｍ 2.4ｍ 3.9ｍ

⑧８８００型 3編成 3両 72人 216人 25年～29年 13.7ｍ 2.4ｍ 3.9ｍ

⑨９２００型 5編成 5両 72人 360人 23年～26年 13.5ｍ 2.4ｍ 3.9ｍ

連接車 ⑩５０００型 1編成 2両 130人 130人 60年 18.4ｍ 2.4ｍ 3.9ｍ

低床車

⑪９７００型 5編成 10両 76人 380人 17年～20年 18.6ｍ 2.4ｍ 3.5ｍ

⑫０８００型 2編成 4両 82人 164人 9年 18.4ｍ 2.4ｍ 3.7ｍ

⑬０８０３号 1編成 2両 86人 86人 3年 18.5ｍ 2.4ｍ 3.7ｍ

合計 45編成 54両 平均72.8人 3,275人 ※平均42.4年

④車両の状況

①1060型 ②1080型

③1090型 ④1200型

⑤1350型 ⑥8200型

⑧8800型 ⑨9200型

⑩5000型 ⑪9700型

⑫0800型 ⑬0803号

平成30年3月31日時点

法定耐用年数：13年
低床車両の経済耐用年数：17年※実績平均

⑦8500型 ⑧8800型
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交通局の現状（軌条の状況）

経過年数
延長

（ｍ）
割合

（％）

0年～10年 2,074 17

11年～20年 2,165 18

21年～30年 6,290 53

31年～40年 932 8

40年以上 480 4

合 計 11,941 100

①レール

舗装種別
延長

（ｍ）
割合

（％）

【併用軌道区間】

板石 3,144 26.3

アスファルト 2,796 23.4

ＲＣ版 3,667 30.7

コンクリート 404 3.4

軌道ブロック 696 5.8

芝生 885 7.4

【新設軌道（専用）区間】

コンクリート 115 1.0

板石（踏切） 40 0.3

舗装なし 193 1.6

合 計 11,941 100

②軌道構造別 板石舗装

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

RC板舗装 樹脂固定
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交通局の現状（電停の状況）

～ ～ ～～

平成22年に熊本市が策定した「電停改良計画」に基づ
き「バリアフリー新法」の基準に沿った電停改良を行な
い、現在11/35電停が整備済である。

国のガイドラインでは、利用者数3,000人／日以上の
停留場について2020年度末までに整備完了することと
なっている。

【Ｈ29乗降調査 3,000人/日以上利用する停留場】
• 整備済 熊本駅前、新水前寺駅前、健軍町（上り）、

通町筋（上り）
• 未整備 通町筋（下り）、辛島町、水道町、健軍町

（下り）

ホームの拡幅・嵩上げ
・有効幅員1.5ｍ以上
（車いすの転回が可能）
・超低床車両と段差なく

乗降を可能にする

スロープの設置
・勾配５％以下
・視覚障害者誘導用標示
（ホームには内方線付）
・手すりの設置

その他
・上屋、照明、ベンチの

設置

・利用者数
・関連事業の有無
・車椅子利用の可否
・電停周辺の近隣施設
・事業費及び実現性
・経過年数

整備優先度Ａ～Ｄ
のランク分け

各項目毎に点数化
し合計点で評価

バリアフリー整備済
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交通局の現状（電柱の状況）

①電柱の状況

経過
年数

10年
以下

11年

20年

21年

30年

31年

40年

41年

50年

51年

60年

61年
以上

不明
計

（本）

鋼管柱 17 8 9 0 0 0 5 0 39

鉄 柱 4 8 0 0 0 0 32 3 47

コンクリート柱 29 45 91 7 6 7 26 6 217

その他 0 0 0 0 0 0 0 1 1

計 50 61 100 7 6 7 63 10 304

（平成30年3月31日現在）

【法定耐用年数 40年】

・塗装更新期間 20年を基本
（１本あたり約50万円）
・建替更新期間 45年を基本
（約200万円/本※コンクリート柱の場合）

～ ～ ～ ～ ～

（四脚鉄柱）
コンクリート柱

（鋼管柱）
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②新鍛冶屋変電所(紺屋今町3-13)

交通局の現状（変電所の状況）

変電所一覧 設置年 整備費
※関連含む

敷地面積
㎡

設備面積
㎡

設備容量 台数
系統線

※メイン
系統キロ
※メイン

法定
耐用年数

①上熊本 H14 1.4億 工場一部 123.3 500Kw 1台 上熊本線 2.665

20年

②新鍛冶屋 H26 2.5億 226.96 65.0 750Kw 1台
熊本線
幹線

3.347

③大江 H19 2.3億 局舎一部 198.7 750Kw 2台
水道町線
水前寺線

2.989

④健軍 H23 0.9億 141.59 35.1 500Kw 1台 健軍線 2.94

①上熊変電所(上熊本2丁目18-8)

③大江変電所(大江5丁目1-40) ④健軍変電所(湖東1-34)

・・・①上熊変電所

・・・②新鍛冶屋変電所

・・・③大江変電所

・・・④健軍変電所

※メーカーは全て東芝
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経営状況について
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Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

資金額 一般会計補助額

これまで10年間の経営状況

2009年（Ｈ21）－2015年（Ｈ27）

（前計画）経営健全化計画

資金不足解消

・バス事業の移譲
・退職不補充による嘱託化
・給与カット
・経費削減
・保有資産売却

・利用促進策推進
（IC導入・COCORO導入）
（新水前寺駅結節、系統色分等）

・運賃改定
・一般会計補助拡充

（テーマ）

・バス事業の移譲と人件費削減を中心
とした抜本的な経営改革を実施

2016年（Ｈ28）－2019年（R1）

（現計画）中期経営収支プラン

経営基盤の確立

・現職員体制の維持
・嘱託運転士の給与体系見直し
・経費水準の維持
・長期借入金の償還開始
・一般会計補助の見直し

・利用促進策推進
（連接車復活）
（ロケーションシステム導入）

・前計画を維持し、既存ストックを活用

（百万円）

健全化計画期間

健全化期間中に約108億円の補助金を投入。
バス事業廃止、H28運賃改定により補助金も縮小。
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直近の経営状況について

2018年度決算のグラフ

運賃

1,595百万円

一般会計

補助金

387百万円

広告料
97百万円

長期
前受戻入

183百万円

その他
24百万円

収 益
2,286
百万円

純損失
433百万円

人件費
1,135百万円

費 用
2,719
百万円

経費
420百万円

減価償却
387百万円

支払利息
22百万円

その他
45百万円

退職手当引当金
（特別損失）
710百万円

運賃に占める人件費の割合71.2％

交通局の現在の自主財源では人件費と経費（動力費、修繕費など）しか賄えない
・運賃で賄える範囲は人件費（約7割）と動力費、修繕費などの経費（約３割）となっている。

交通事業貸借対照表（平成30年度）

（単位：百万円）

土地 1,774 固定負債（企業債など） 3,661

建物 628 流動負債（未払い金など） 913

線路設備 2,158 繰延収益（長期前受金） 1,540

電路設備 481

車両 638

機械装置 536 資本金 1,936

その他 476 剰余金（減債積立金など） 451

現金・預金 1,164

未収金 643

その他 3

8,501 8,501合計

資本

負債

合計

固定資産

流動資産

資産

交通事業収益的収支（平成22年度～平成30年度）

（単位：百万円）

H22年度 H24年度 H26年度 H28年度 H30年度

収益的収入 2,211 2,211 2,520 2,196 2,269

料金収入 1,127 1,212 1,303 1,547 1,595

その他 1,084 999 1,217 649 674

収益的支出 1,925 1,866 2,062 1,956 1,968

人件費 1,238 1,234 1,249 1,157 1,135

経費 444 416 110 394 420

減価償却費 168 178 337 374 387

その他 75 38 366 31 26

収支差引 286 345 458 240 301

経常収支
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市電の課題
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課 題

➢車両・施設等の老朽化

➢車両・電停のバリアフリー化

➢安全対策や輸送力の強化

➢乗務員の安定的な確保と技術の継承

➢収支採算性の確保
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市電の特性と使命について
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市電の特性と使命

役割3

役割

・人口減少、超高齢化社会の進展

・市街地が拡大していく中で人口集中地区
面積も拡大する一方、人口密度が低下傾向

・自動車分担率増加
・幹線道路、主要交差点で交通混雑発生
・高齢者の免許保有率は増加傾向
・高齢者が第1当事者となる交通事故の増加

・公共交通利用者が40年間で6割減少
・路線バスの約8割は赤字路線
・負のスパイラルに陥っている。

・温室効果ガスは減少傾向（うち運輸1/5）
・平均気温が100年間で2℃上昇

暮
ら
し

交
通

環
境

・中心市街地の歩行者通行量は減少後横ばい
・郊外大型商業施設等により中心市街地の買

物依存率の低下

経
済

人口減少・超高齢社会に対応した
だれもが移動しやすく暮らしやすい都市

高度な都市機能が集積した中心市街地と日常生活に必要な
サービスが整う地域拠点を利便性の高い公共交通などで結ぶ

『多核連携都市の形成』を促進

公共交通軸

誰もが安心して移動できる持続可能な公共交通

目指す公共交通の将来像

1 熊本市の目指す公共交通の将来の姿
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市電の特性と使命

2 市電の特性

・2系統でわかりやすい路線網
・わかりやすい均一運賃
・低床電車は段差が無く

高齢者等に優しい

・ＣＯ 排出量が
自動車に比べて少ない

・環境負荷を抑えたまち
づくりに貢献

・電停が観光や地域の
目印

・熊本城へのアクセス
など観光客の回遊性
にも貢献

・中心市街地や地域拠
点を結ぶ路線網

・定時性、速達性、輸送力
が高い

・中心市街地へアクセス
しやすい路線網

利用者に
優しい

利便性が
高い

賑わい
観光振興

環境に
優しい

熊本市の
基幹交通であり

シンボル

2
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路面電車の特性

利用者に優しい公共交通

交通局の現状・課題

利便性の高い公共交通

環境に優しい

観光振興やまちの賑わいに貢献

車両・施設の老朽化対応

バリアフリー新法への対応（努力義務）

乗務員不足・人材育成

収支採算性の確保

利用者ニーズ（改善要望が多い項目）

・わかりやすい路線（２系統）・運賃（均一料金）

・高齢者等に優しい（低床車両）

・バスと比べ、定時性・速達性・輸送力で優位

・熊本地震（本震）3日後には全線運行

・全路線が中心市街地とアクセス

・CO2排出量が少ない（自動車1/5）

取組方針

・電気が動力であり、有害な排気ガスは0

・中心市街地や地域拠点と結節

・観光や地域のランドマークに電停が設定

・沿線イベント時は臨時便等柔軟に対応

①運行本数の増加

②他の公共交通機関との乗り継ぎの利便性向上

③路線の延長もしくは新設

④車両・電停のバリアフリー化等利便性の向上

⑤時刻表・運行状況などの情報提供サービスの向上

⑥各商店街・観光施設との協働企画の展開

・車両1編成平均使用年数が約42年（法定13年）

・軌条敷設から21年以上の延長が6割（法定20年）

・適合電停数 3/6電停

・適合車両数 16両/54両（30％）

（まとめ）熊本市における路面電車の役割
（移動を支える、多核連携都市への貢献、まちの賑わい創出、環境改善や災害に強い都市基盤への貢献）

・現行ダイヤに対する必要な乗務員が不足
(超勤対応)

・年2回の運転士募集に対する応募倍率が年々低下

・2.6億円の黒字（Ｈ29決算）であるが、基準外の
一般会計補助金約3億円あり

・技工職員等の人材育成と技術継承が必要

安全対策の強化・輸送力の強化

・全国軌道事業者の中で事故件数が一番多い

・朝ラッシュ時に積み残しが発生

役割を踏まえた取り組み

ニーズに応える取り組み

特
性
を
伸
ば
す
取
り
組
み

課
題
を
解
決
す
る
取
り
組
み
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